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マレーシアリンギット為替週報 2022年 8月 15日 

<Overview> (Aug 8th ~ 12th) 

  

USD/MYR 4.4310 ~ 4.4650 

JPY/MYR 3.2854 ~ 3.3778 

 

米インフレ懸念後退と良好な馬経済環境によりリンギットは反発 

USD/MYR は、先週これまでの狭いレンジ推移をブレークし、5 年半ぶり

の高値から四週間ぶりの安値まで下落した。月曜日, USD/MYR は前週

末の良好な米 7 月雇用統計を背景に 4.4650 まで上昇。翌火曜日リンギ

ットはマレーシア 6 月の鉱工業生産が前年同月比 12.1%の伸び、 同 6

月製造業基本売上高が前年同月比 23.4% の伸びと市場予想を大幅に

上回ったことで反発した。 馬 6 月雇用統計でパンデミック開始以来の失

業率の低さを記録し、40,000 雇用の増加がみられたこともサポートとなっ

た。木曜日にには、米 7 月 CPI の結果が市場予想を下回り、9 月の

FOMC での 75bp の利上げ折り込みが前週は 75％だったのに対し 35％

まで低下し、USD/MYR は大きく下落し 4 週間ぶりの安値をつけた。週末

金曜日もマレーシア第 2 四半期 GDP もサービス業の 12.0%の成長と、製

造業の 9.2％の成長がけん引し、全体で前年比 8.9%の成長となり

USD/MYRはリンギットの底堅い推移が続いた。  

 

<Economic Releases> 

Date Time Event Period Actual Forecast* Prior 

9-Aug 12:00 Industrial Production YoY Jun 12.1% 4.9% 4.1% 

9-Aug 12:00 Unemployment Rate Jun 3.8% - 3.9% 

12-Aug 12:00 C/A Balance MYR Q2 4.4B 6.8B 3.0B 

12-Aug 12:00 GDP YoY Q2 8.9% 7.0% 5.0% 

 

<Forecast> (Aug 15th ~ 19th) 

    

USD/MYR 4.4300 ~ 4.4850 
JPY/MYR 3.2500 ~ 3.4000 

 

米経済指標とマレーシアの貿易統計に注目 

今週の USD/MYR は上昇することを予想する。 米国と中国で今週発表

予定の鉱工業生産がグローバルサプライチェーンに対する懸念を払しょ

くする内容となる、または米国の小売売上高と住宅関連指標が発表され

ると利上げの影響とインフレ抑制状況の手掛かりとなろう。普段注目度は

低いものの、マレーシアの 7 月貿易統計も、中国の向けの輸出が伸びな

い可能性が懸念され、リンギットの重石となる可能性があり注意したい。 

 

< Economic Releases> 

Date Time Event Period Actual Forecast* Prior 

19-Aug 12:00 Exports YoY Jul - 40.6% 38.8% 

19-Aug 12:00 Imports YoY Jul - 38.8% 49.3% 

19-Aug 12:00 Trade Balance MYR Jul - 18.03B 21.93B 

*Bloomberg Survey 

Ringgit (100-day chart) 

USD/MYR (LHS)                      JPY/MYR (RHS) 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Equity vs Bond (100-day chart) 

FBM KLCI (LHS)         10-year MGS yield (RHS) 

 

 

 

後記：「夏」 

常夏にいる為、忘れがちですが、8月

は夏ですね。寒いと、太っていたこ

ろに痛めた腰の古傷の痛みが現れる

ので、夏が好きです。故に 8 月は一

番好きな月にでした。そもそも、子

供のころから、8月はずっと休みとい

う素敵な月だったわけです。です

が、この素敵さが、社会人になりあ

まり休みに直結しなくなった上、東

南アジアに住むと一年中夏ですか

ら、8 月の価値のデフレーションは凄

いことになっています。生活コスト

の上がり続ける上、円安で円貨ベー

スの価格の跳ね上がり方を考えると

お金を使うのが憚られる、インフレ

ーションを常夏で感じながら、デフ

レした 8 月を生きています。（アジ

ア・オセアニア資金部 田才） 

Major Economic Indicators in Malaysia 

Policy Rate 6-Jul 2.25% GDP Q2 8.9% Exports YoY Jun 38.8% 

10Y MGS Yield 12-Aug 3.978% CPI Jun 3.4% Imports YoY Jun 49.3% 

FBMKLCI Index 12-Aug 1506.19 Foreign Reserves 29-Jul $109.2B Trade Balance MYR Jun 21.93B 

Unemployment Jun 3.8% Industrial Production Jun 12.1% C/A Balance MYR Q2 4.4B 
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